
平成30年（2018年） 7月

　テーマ：介護支援専門員とリハビリテーション専門職との協働に向けた役割

平成30年度介護報酬改定を受けて、介護支援専門員とリハビリテーション専門職とが、ど
の様に協働し、どの様に役割を果たしていくのかを協議いたします。特別講演では「平成30
年介護報酬改定を受けての検証：協働に向けた役割」と題して講師に埼玉県立大学大学院兼
研究開発センター教授　川越雅弘氏をお迎えします。

日 　時：平成３０年１０月２８日　１０：００～（受付開始　９：３０～）
会　 場：ＪＡ・ＡＺＭホール（宮崎県宮崎市霧島1-1-1 ）
対象者：介護支援専門員、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士
定　 員：200人（申込は先着順。定員に達した場合は連絡します）
参加費：会員2,000円・非会員4,000円
申し込みURL：https://form.os7.biz/f/01db003c/

訪問リハビリテーション振興財団では、年2回訪問リハ・ブロック連絡会議を開催しており
ます。今年度の第１回連絡会議は下記の日程にて開催予定です。システムの関係上、会議出
席者はエリアブロックの代表者と限られた形での開催となります。しかし、訪問リハビリに
係わる多くの方々より、各県の訪問リハ・地域リーダーを通じて、我々に地域の生きた声を
届けていただきますよう、ご協力をお願いします。

会議名：平成３０年度 第１回 訪問リハ地域ブロック連絡会議
日　時：平成３０年１０月２２日（月）　１８時～２０時
形　態：ウェブ会議
参加者：各エリア代表者、訪問リハ振興委員会、訪問リハ振興財団 研修班・組織化班
内　容：1. 訪問リハに関する同時改定後の影響について
　　　　2. 平成３１年度　地域リーダー会議の内容について
　　　　3. 平成３１年度　実務者研修会推奨要項に関して
　　　　4. ブロック内でのweb会議開催に関して

組織化班

　　　　　　　　　　　　　一瞬の中でできること
　東日本大震災当時、私は鹿児島県で中学校の卒業式の予行練習をしていました。急いで家に帰
り、テレビで流れる映像を見て愕然としたことを今でも覚えています。それから7年、縁あって
ゆずるに入職させていただいてから4カ月となります。まだまだ慣れないことばかりですが、財
団のスタッフや地域の皆様の優しさや温かさに支えられながら、日々を過ごしています。現在、
訪問リハビリテーションに携わるにあたって、私たちが関わることができるのは利用者様の人生
の中で一瞬であるということを実感しています。その中でどのような支援や関わりを行うべきか
悩むこともあります。ですが、利用者様一人一人の人生や生き方、考え方がある中で、少しでも
利用者様の望む生活が送ることができるように今自身が持てる力を最大限活かし尽力していきた
いと思います。
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